	主題名
	わたしと自然
	内容項目
	自然愛　3－(2)
	4月

	資料名
	1　さかせよう　ぼくを　

　　わたしを　　　　　　　　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　自然につつまれて生活していることに気づき，身近な自然の中に，季節の移り変わりや営みを見つける感性を育てる。

	主題設定の理由
	　春・夏・秋・冬，そしてまた，春と，季節はめぐる。それに合わせるように，わたしたちの生活も自然もそれぞれの季節の中で年を重ねていく。春は心華やぎ希望に満ちる，まさに青春。夏は朱夏，燃えるがごとく活発に生きる。秋は白秋，実りで喜びあふれるはずなのに“愁”のように寂しさも感じる。冬は玄冬，モノトーンの世界の中で，明日への灯を点していく。そんな季節とともに生きる姿を，しなやかな子どもに感じ取らせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①入学式の様子を思い出し，発表する。

○入学式のことを思い出して，お話しましょう。　

②資料「さかせよう　ぼくを　わたしを」の絵を見て話し合う。（一枚ずつ提示）

―春の絵―

○絵の中の子どもたちは，どのようなことを言っているのでしょう。

○チューリップは，子どもたちに何を語っているのでしょう。

○桜の花びらや，ちょうは，子どもたちに何と言っているのでしょう。

○春の次には，どのような季節が来るでしょう。みんなの生活やまわり（自然）の様子を想像してみましょう。

―夏・秋・冬の絵―

○それぞれの季節の自然（木々）は，わたしたちに何と言って誘って  いるでしょう。

◎あなたの1年間，自然（木々）の1年間を想像しましょう。

③校庭に出て，自然（木）と仲よしになる。
	・入学式の記念写真などをもとに，そのときの気持ちを考えさせる。

・入学式には，だれと来たか，入学式を待っていたときの気持ちはどうか（初めてランドセルを背負ったときの気持ち）などから，入学式のときの心の動きを思い出させる。
・絵を拡大し，提示する。四季の絵の台紙には，それぞれの季節を感じさせる色彩を用いる。

・絵の世界と重ね描きの世界を構築させる。動作も交えて言わせる。喜びの声の響きを大切に扱う。

・自然も祝ってくれることに，気づかせる。

・いつでも，自然につつまれ，見守られて生活していることを感じ取らせる。

・季節がめぐり，また春が来る。春が来ると，2年生になることを知らせ，自然の営みと，わたしたちの生活の営みの共通点を感じ取らせる。

・「もし自然がなかったら」の問いを投げかけ，自然との共生に目を向けさせることも考えられる。
・自分の木（仲よしの木）を決められると，年間通して，自然とのかかわりができる。

	クリエイティブな授業をするために
・授業が終わってもこの資料を提示しておき，四季の移り変わりのなかで，自分の姿をふりかえらせ，今の自分は花を咲かせるために，どのようなことをしているのかを気づかせる。


	主題名
	学校を愛する心
	内容項目
	愛校心　4－(4)
	4月

	資料名
	2　がっこう　だいすき
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　学校が好きとは，友達や先生とのかかわりの楽しさがもとになっていることに目を向け，多くの人とかかわり，充実した日々を送ろうとする意欲づけを図る。

	主題設定の理由
	　「学校大好き」と，大部分の子どもは言う。給食時間，休み時間，体育授業，学校行事などが，「好き」という感覚を生み出す要因である。逆に，学校に対する不安は，「～が，怖い」「～の仕方がわからない」など，人とのかかわりや，新しい事柄への対処の仕方から生まれてくる。つまり，愛校心は，学校という建物の中での生活の充実，ぬくもりあるふれ合いの中で育っていくのである。子どもをつつむ人たちの温かさが求められる。


	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校生活の中での，好きな時間や好きなことを発表する。

○学校に来る楽しみは，何ですか。学校でどういうことをしているときが，楽しいですか。

②資料「がっこう　だいすき」の絵（一

枚絵）を見て話し合う。

○どのようなことをしていますか。どのような話し声が聞こえてきますか。

○もし，この中に自分がいたら，それは，どの子ですか。

◎みんなにこにこ顔ですが，それは，どうしてですか。

③みんなで手をつなぎ，温かさ，柔らかさを確かめる。（外遊びをする）
	・学校生活の中での楽しいことや心待ちにしていることの話し合いを通し，「学校」が好きとは，建物が好きということではなくて，そこでの生活や人とのかかわり，雰囲気が好きであることに気づかせる。
・絵を見て，自分の感じたことを自由に発言させる。時間を十分とり，みんなに共通する，はずむ思いに着目させる。

・自分の日常の姿をふりかえらせる。もし，この中では見つけられない子どもがいたら，どういう姿なのかを聞いて，つけ加える。

・不安のない生活が笑顔を誘いだし，学校が好きという感情を生みだすことに気づかせる。

・にこにこ顔になれないときは，どういうときかなど，逆から考えさせることも，にこにこ顔の要素をクローズアップさせることになり，ねらいに迫ることができる。
・体のふれ合いの感じられる遊びを選択する。



	クリエイティブな授業をするために
・学校出し雨季のにこにこ顔がいつまでも続くように，クラスの中を包む空気が柔らかなものになるように，言葉の質の向上を心がける。


	主題名
	礼儀正しく
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　　　　　　　　
	5
月

	資料名
	3　なんと　いいますか
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　自分の思いを言葉にする大切さに目を向け，人と人とを結ぶ言葉や形式ではなく，心のこもった言葉を発していこうとする意欲を高める。

	主題設定の理由
	　礼儀とは，相手に対する自己の思いを伝える手だてとして自然発生的に表れたものである。具体的にどのように表現するかは，その時代や文化，習慣によって異なる。単に形を重視すれば，「ごめん」よりも，手をつき「ごめんなさい」のほうが礼儀正しい。が，その奥にどのような心が隠されているかは見えない。そこに，礼儀の難しさがある。ここでは，形の指導でなく，相手の人格尊重という他者とのかかわりの中で考えさせていく。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①教師のパントマイムを言葉で表現する。
②資料「なんと　いいますか」の絵を見て話し合う。（6～7ページの絵で話し合い，期待値を高めて8ページの絵へ。）

○絵を見て，お話を作ってみましょう。（6～8ページの絵）
○この先，どうなるでしょう。（9ページ）
○ワニさんのしっぽを踏んでしまった女の子は，どのような気持ちだったでしょう。

　

○女の子は，自分の気持ちをワニさんに，どのように伝えるでしょう。

○女の子とワニさんは，どのような会話をしたのでしょう。

③これまでの緊張した雰囲気が一転してなごやかな空気になった源を考える。

◎女の子は何と言いましたか。
○女の子の気持ちを発表しましょう。

④もし，女の子が何も言わなかったら，どうなるかを考える。

○もし，女の子が，「ごめんなさい」の心を表現しなかったら，あるいは「ごめんなさい」の心をもっていなかったらどうなったでしょう。
	・教師が，黙っておじぎをする。子どもは「あれ」と思うだろう。そこで，「これは，何の言葉の表現かな」と聞く。何回か異なるパターンで動作を言葉で表現させ，心と言葉の関係に気づかせていく。
・自由に話作りをさせる。子どもの発想や解釈を大事にする。教師の解釈のおしつけはひかえたい。

・自由に想像させる。一人ひとりのストーリーは，子ども自身のストーリーであるので大事に扱う。
・子どもの発言は，日常生活を投影したものである。子どもの発言を通し，いろいろな考えのタイプの友達がいることに気づかせていく。

・役割演技を行う。

・たとえ言葉は通じなくても，心は通じ合えることを中心に話し合わせる。その際，表情や仕草も心を伝える方法であることにふれる。
・自由に想像させる。

・心と言葉や仕草，礼儀について考え，まとめをする。

	クリエイティブな授業をするために

・日常生活の中でも，「花は何と言っているのかな？」「人には何と語りかけたらいいのかな？」などの発言を通し，言葉を超えた心の交流を理解させる。


	主題名
	大切に使う   
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　　
	5月

	資料名
	4　いたい　いたい　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　一つ一つのものには，ものとしての役割や命があることに気づき，大切に扱っていこうとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　必要なものがあればいつでも手軽に入手でき，なくなれば簡単に補充できる生活に慣れてきたわたしたちではあるが，今，ものが増えても，心は満たされない思いの中にいる。そのふりかえりの中で，シンプルライフやものを最後まで生かしきる生活のよさが見直されてきている。子どもにも，自分の身のまわりのものに対する愛着や，ものを大切にする気持ちを育て，生活の潤いは品物だけでなく，心の充実からも生まれることを理解させたい。


	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①大事にしている学用品について話し合う。

○あなたが大事にしている学用品は何ですか。それは，どうしてですか。

②資料「いたい　いたい」の絵を見て話し合う。（役割演技）

○学用品たちはどんなことをお話していますか。

　○お医者さんや看護士さんは，何と答えていますか。

　◎持ち主は，どうして，このような扱いをしたのでしょうか。

③自分の持ち物は，どうしたら喜んでくれるかを考える。

○どのような扱い方をすれば，持ち物は喜んでくれるのでしょう。

④自分の持ち物の中で喜んでいるもの，泣いているものを探す。

○自分の持ち物の中で，にこにこ顔のもの，泣いているものを探しましょう。

⑤教師の体験談を聞く。

○先生が，ものを乱暴に扱うときとはどういうときなのか，逆に，身のまわりのものすべてに優しく接することができるときとはどういうときなのか，お話します。
	・ふだん使っている学用品に関心をもたせる。その際，新しいうちは大事にするが，古くなると使い方が乱暴になり，すぐに新しいものを買い求めようとする傾向があることにもふれるとよい。
・それぞれの気持ちになって，演技をさせる。

・ときには，役割を交替させることもよい。

・たくさんあるから，もう飽きたからなど，自分の日常をふりかえらせ，発言させる。

・学用品の願いや思いを考えながら，大事に扱うことのよさに目を向けさせる。

・自分の生活をふりかえり，ものとしての役割を考えて使っているか，命あるものとして扱っているかを見つめさせる。
・取り扱いが乱暴になるときは，心のゆとりのないとき。

・生活が殺伐としていて，人間に対して温かく接することができないときであることなどの話をし，心とものの扱いの関連を感じ取らせる。

	クリエイティブな授業をするために

・クラスの落とし物掲示などを通し，落とされた物はどういう思いでいるかに気づかせていく。また自分の持っている物は，だれが，どういう願いで購入したかを考えさせることにより，持ち物への愛着を高めさせる。


	主題名
	心の冒険
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	5　なにが　みえるかな 
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	身近な自然に親しみ，もし自分がいろいろなものに変身することができるとしたら，何が見えて，何を感じるかをイメージトレーニングし，動植物や自然にやさしい心で接しようとする心情を培う。

	主題設定の理由
	自然や動植物に対し，優しい心を抱くその第一歩として，「もしぼくが鳥の背中に乗れたら…」「もしわたしが花にすわれたら」などという自由発想によって，何が見えるかを想像することがこの期の子どもにとっては大切である。いわばイメージトレーニングによって，この世界がどのように見え，何が変わり，何が変わらないかを思考訓練することが新たな世界観を持つことへの出発点である。



	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①今，自分の視点で見えるものを発表

　する。

　○今，何が見えますか。
②資料「なにが　みえるかな」の絵（1枚絵）を見て，自由に　語る。

○花は，女の子を見て，どう思って

　いますか。

　○女の子は何を見ていますか。

○ちょうは，花に，どんなことをお

　話していますか。

○雲は，みんなを見て，どう思って

　いますか。

◎あなたは，絵の中のどれになったら，どんな生活をするでしょうか。
　

③視点を変えて，自分が○○になったらという絵を描いてみる。

○強いカブトムシになってみんなに負けない自分。

○雲になって世界に飛び立つ自分。

○虹になって空高く大きく…。
④視点を変えていろいろなことを考える。
　○元気な子にとって，廊下を走ってはいけないという決まりは？
　○病気が治ったばかりの子にとっては？
	・自分の位置で見えるものを発表する。

教室という同じ空間の中でも場所によって見えるものが違うという，当り前といえば当り前のことに改めて気づかせる。（後ろの席の人にはわたしが見える。でも，わたしが見えている先生の足は見えないなど。）
・もしかしたら摘まれてしまうとか，楽しそうに歌を歌っているので，一緒に歌おうかなどを自由に考えさせる。

・もしかしたら，女の子は花を見ていないで，ほかのことを考えている，心の中で楽しいことを見ているなど，自由に話をさせるなかで，それぞれの心の中は見えないことや，同じ空間にいても見るものは違うことに気づかせる。

・自由に想像させる。もしかしたら，雲から見れば，わたしは，わたしにとってのありぐらいの大きさかもしれないなど，いろいろと考えさせる。

・いろいろな視点から自分の姿を想像し，楽しいことやつらいことなどを想像させ，自然界のすばらしさをとらえさせる。

・一人ひとりの自由な発想，ユニークな発想を称揚する。
・難しいかもしれないが，みんなで考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・時間を守らない子どもには，時計はなんと言っているのかな？　などの言葉かけを通して他者の視点の導入をはかり，規則の尊重へとつなげていく。


	主題名
	思いやり  
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	6　あめの　ひ（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　自分のあやまちは，なかなか気づかず，他者のあやまちには，敏感に反応する心の不思議さに着目し，他者の立場を考え，思いやりながら生活していこうとする心情を養う。

	主題設定の理由

	　「ぼくが何もしないのにＡ君がたたいた。」など，現象のみにしか目が向けられないために起こる教室でのトラブル。「なぜ，Ａ君がたたいたのか」と，Ａ君の視点を考えることができたら，もっと穏やかな気持ちで過ごせるだろう。「こんなことを言ったら相手はどう思うか」と思いやる心や，その人と同じ視点に立って物事をとらえることができれば，もっと豊かな人間関係が結べ，潤いある生活が築けると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①電車のテープを流し，電車に乗っているような，雰囲気作りをする。

○目をつぶってみましょう。ここはどこですか。どんな人が乗っていますか。
②資料「あめの　ひ」の絵を見て話し合う。

○絵を見て，どのようなことを感じましたか。

◎みんな，人に迷惑をかけ，かけられていますね。心の中では，どちらのほうを強く思っていますか。それは，どうしてですか。（ワークシート）

　○だれが，いちばん悪いのでしょう。
③教師の話を聞く。（または，このような世界を，子どもに創作させる。）
	・電車の効果音を使って臨場感を作り出し，思ったことを自由に発表させながら，自然に資料の中に入っていけるようにする。
・どの動物についてでもよいから，思ったことを自由に発表させ，子どものとらえた迷惑に対する観念を知る。

・友達の発表から，いろいろな考え方のあることに気づかせる。

・自分に向けられた過ちには，敏感に反応する人間の不思議さに目を向けさせ，そこから一歩踏み出すにはどうしたらよいのか，どういう考え方が必要なのかを話し合わせる。

・みんなが迷惑をかけ，かけられているといういろいろな見方をできるようにする。

・行為の結果のみを見るのでなく，動機に目を向けさせることが大切であることに気づかせる。

・他者と同じ土俵の上で考える大切さを話す。

	クリエイティブな授業をするために
・他教科の授業においても，友達の発表をよく聞かせ，自分の考えと比較させるようにして，一つのことに対してもいろいろな考えのあることを知り，視点の拡大を図るようにする。



	主題名
	気持ちよく使う
	内容項目
	規則の尊重　4－(1)　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	6　あめの　ひ（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	だれもが気持ちよく生活するために，みんなで使うものを大切にし，人に迷惑をかけないようにしようとする態度を養う。

	主題設定の理由

	社会生活を互いに気持ちよく営んでいくために守るべきルールが公衆道徳である。毎日の生活のなかで，人と人がかかわり合い，よりよい生活を目ざすとき，公衆道徳にはどのようなものがあるか理解し，進んで守ろうとする態度を育てることが大切である。しかし，自分中心に物事を考え，きまりを破って人に迷惑をかけてしまうことがある。そこで，きまりの必要な理由を考えさせ，互いに気持ちよく生活していこうとする態度を養いたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①公共交通機関を利用するときに，気をつけていることを発表する。

○バスや電車に乗るとき，どのようなことに気をつけていますか。
②資料「あめの　ひ」の絵を見て話し合う。

○動物たちの電車の乗り方を見て，どのようなことを感じましたか。

◎どうしたら動物たちみんなが気持ちよく電車に乗ることができるのでしょう。
③自分の身の回りに目を向けて話し合う。

　○みんなで使うものを，どのように使っていますか。
④教師の説話を聞く。
	・遠足などでバスに乗った経験を思い出させたり，電車に乗るときに気をつけていることを話させたりすることで，資料の内容に自然に入っていけるようにする。
・資料の絵を注意深く見るように指示することで，さまざま　　　　　
　な観点から感じたことを自由に話させる。そこから，いろいろな見方ができることに気づかせる。
・動物たちはみんな自分が嫌な思いをしているが，同時に自分もほかの動物に迷惑をかけていることに気づいていない様子をとらえさせる。そこから，主発問につないでいくようにする。
・公共のものの利用のきまりやマナー，使い方を具体的にとらえさせるようにする。
・身近な生活の中から，一人ひとりに自分はどうだったか見つめさせる。きまりを守ってよかったと思う経験や，なぜ，気持ちよかったのかを話させることで，その大切さに気づかせていく。
・ふだんのなにげない行動でも，気持ちよい生活につながっている事例を紹介する。

	クリエイティブな授業をするために
・自分の利益のためだけでなく，だれもが気持ちよく生活するためにきまりを守っていくことが大切であることに気づかせるとともに，これからの実践意欲を高めさせる。


	主題名
	感謝の心 
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)　　　　　　　　　
	6月

	資料名
	7　ぼうし　　　
	出　　典
	野口浩介作『あかいぼうし』　　　　　1年　　　　　　　　　　　　
	

	ねらい
	　自分のために行動してくれたことに「ありがとう」の心をもち，どんな小さなことにも感謝し，「ありがとう」の言える人として生きていこうとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　わたしたちの生活は，多くの人の善意に支えられて成立している。この善意を「ありがたい」と思うことが感謝の気持ちであり，それを伝える言葉として，「ありがとうございます」がある。ところが，この言葉が，最近聞かれなくなってきていると言われる。言葉を喪失しているのか，それとも感情が磨耗しているのか……。ほかの人とのかかわりの中で生きていることを意識させ，「ありがとう」が日常生活で自然に言える習慣を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①何かしてもらって，うれしかった経験を発表する。

○何かしてもらって，うれしかったときのことをお話しましょう。
②資料「ぼうし」の絵を見て話し合う。

○5こまの絵から，お話を作りましょう。

○どのような会話が交わされているのか，考えましょう。

◎上級生の後ろ姿を見ながら，どんなことを考えたでしょう。

○「ありがとう」と同じように，人と人とを結ぶ言葉を探しましょう。
③さまざまな場を設定し，役割演技を行い，考える。

○もし，6こまめがあったら，どうなっているでしょう。

○もし，帽子を取ってくれた人が，お母さんだったら，この男の子は，どうするでしょう。
	・困っているときに何かをしてもらったうれしさだけでなく，「ありがとう」と言われてうれしかったなど，幅広く考えさせたい。
・子どもの作るストーリーを大切にする。その中で会話まで加えられていたら，そこから次の発問へつなげていく。

・自由に考えさせる。役割演技を導入してもよい。なぜ，上級生が「ありがとう」と言ったのかについても，考えさせる。

・教師の解釈に子どもを引っぱる必要はない。教師も話し合いの仲間に入り，「大人はこんなふうに考えるよ」などと援助しながら，ねらいに迫るようにする。　

・言葉だけでなく，仕草や表情も，人と人とを結ぶことに気づかせる。もし，「ありがとう」の言葉がなくなってしまったら，どうなるのかを考えさせることも，「ありがとう」をクローズアップさせるうえで有効な方法である。
・さまざまな状況の中で考えさせ，感謝の気持ちをもつ大切さや，お礼の言葉を言う意味について，子ども自身の手によるまとめをさせる。



	クリエイティブな授業をするために

・自然体で「ありがとう」の言葉が発せられるように人間関係を深めるとともに，心を柔らかにし，ほんの少しのことにも心を動かすことのできる大切さを日常生活のなかで気づかせていく。

	


	主題名
	感謝の言葉  
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　　　
	6月

	資料名
	8　ありがとう
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　言葉・動作は，国によって違いはあっても，心は同じであることを知り，礼儀の心を大切に生きていこうとする心情を養う。

	主題設定の理由

	　礼儀とは，ときと場に応じ，服装や言葉づかい，動作などを適切にして，社会の中で互いが気持ちよく生活するための行動様式である。

　ここで扱うあいさつの語源は，「相手の心をうつ」であり，形の問題を超えた心の通い合いの大切さを示している。互いが相手の存在を認め，明るい人間関係を築くためのあいさつであることに子どもの目を向けることは，人間関係を保つ言葉をもたなくなってきている今の子どもにとって必要である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日本の国以外の知っている国々を発表する。

○どのような国を知っていますか。その国の名前だけでなく，生活や言葉など，知っていることがあったら話しましょう。

②資料「ありがとう」の絵を見て話し合う。

○動作も交えて，それぞれの国の言葉で「ありがとう」と言ってみましょう。

○みんな笑顔ですが，もし，怒った顔や困った顔で「ありがとう」を言ったら，言葉の響きはどうなるでしょうか。

○相手を見ないで「ありがとう」を言ったら，どうなるでしょうか。

○一人で島で生活していたら，言葉は必要でしょうか。

○言葉が通じない相手に，「ありがとう」を伝えることはできないでしょうか。（あなたが，中国の言葉を知らないとしたらなど，条件を変えて考える。）

◎言葉が違っても，世界の国々の人に共通するものは何でしょう。

③教師の話を聞く。

○外国だけでなく，日本でも地域によって言葉遣いが異なるが，心を伝えることには変わりがないことを話す。

○知っている地方の言葉をワークシートに書く。
	・18・19ページの絵を拡大し，その上にカバーを掛けておく。

・時間をたっぷり（10分程）取り，話し合わせる。

・子どもからでてきた国名が資料の中に描かれていたら，その国の人物から掲示していく。

・教師が，子どもに，「ありがとう」の言葉を発する場面を設定して行う。

・初めて知ったという喜びを大切に扱う。

・実際に行う中で，言葉と表情や動作との関係を把握させる。

・心を伝えるのが言葉であることを理解させる。うその言葉は，どれほどむなしいものかも経験させる。
・人とのかかわりと言葉の関係に目を向けさせる。

・言葉という表面上の手段だけでなく，別の手だてもあることに目を向けさせ，大切なのは心であることを知らせる。

・言葉を超えて世界は結びつき，人間関係を紡ぐ源が心の交流にあることを知り，礼儀とは何かを考える。

・ワークシートは課題とする。日本の言葉でなく，世界の言葉を調べたいと言う子どもには，それを課題とする。「ごめんなさい」への発展も楽しい。

	クリエイティブな授業をするために
・「ありがとう」以外にも，国による違いはあっても心は同じことをわかり，礼儀に対する理解を国際理解の中で深める。


	主題名
	節度ある心
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　
	6月

	資料名
	9　おくりもの
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　わたしたちの生活は，自然界からの贈り物によって成立していることを知り，ものを大切にしていこうとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　人間は，ほかの生き物が，すべて人間のために存在しているような錯覚にとらわれ，傲慢・不遜な態度で地球の支配者としてふるまいがちである。しかし，本来，人間は大自然の前では無力である。自然の手痛いしっぺ返しの前には，ただ，たたずむしかない。

　“生かされている自分”を悟り，自然からの贈り物の大切さを心に刻み，命を削っての贈り物を畏れの気持ちでいただくとき，自然は人間に優しくほほえんでくれるのである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①わたしたちがもらった贈り物の中で，うれしかったものを考える。

○プレゼントをもらったときのことをお話しましょう。今までに，どのようなものをプレゼントされましたか，何をもらったときが，いちばんうれしかったですか。
②資料「おくりもの」の絵を見て話し合う。

○絵を見て，どのようなことを感じましたか。

○切り身やフライドチキン，水やノートがどうして贈り物なのでしょう。

◎贈り物がもらえなかったら，わたしたちの生活は，どうなるのでしょう。

○贈り物を，どのような気持ちでもらうとよいのでしょう。
③鮭やにわとりの視点で考える。

○あなたが鮭やにわとりだったら，今のあなたをどう見ていますか。木や水道の水だったら……。
	・誕生日プレゼントなど，特別な日にもらう，特別な品物を，ほとんどの子どもは発言すると思う。子どものとらえるプレゼントと，資料のプレゼントの意外性が，授業への興味をかき立てるので，子どもの自由な発言を大切に扱う。
・絵を提示したら，しばらく時間をおく。子どもの「えっ，これが贈り物なの」というような疑問や，驚きの声を大事にする。

・生き物の命や，自然をいただいていることに，注目させる。

・どうして，ノートは木からの贈り物か，水はどうして雨からの贈り物かなど，理解させる。

・魚や肉を食べないベジタリアンなら，贈り物をいただかなくても生きていける，ととらえる子どもには，「野菜には，命はないか？」などの問いでゆさぶりをかけ，みんな，自分なりの「応え」（見識）で生きていることに気づかせる。子ども一人ひとりの考えを大切に扱う。節度ある生活態度とは，自己規制であり，自己の判断力が要請されることに着目させる。（ワークシート）
・他者の視点で，自分の姿をとらえさせる。（離見の見）



	クリエイティブな授業をするために
・実際の生活の中でどうすることが，ものを大切にすることになるのかを，子どもの生活の具体的場面で理解させる。


	主題名
	ぬくもりのある家庭   
	内容項目
	家庭愛　4－(3)　　　　　　　　　
	6月

	資料名
	10　におい（1） 
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　家庭のぬくもりは，家族一人ひとりのはたらきによって生み出されることに気づき，自分も，ぬくもりを提供する一員として生きていこうとする気持ちを育てる。

	主題設定の理由

	　家族の温かさに送られて，家を出る。そして，家族の待つ家へ帰る。こんな，ありふれた日常の中では，ともすると，家族や家庭のよさや，家族に支えられる幸せ感を忘れがちになる。その，当たり前の感覚をうち砕くのが，家族に大変なことが起こり，家庭がくずれかかってしまうときである。そのとき，改めて家族の中の自分に気づくのだが，それではあまりに寂しい。日々の何気ない営みの中で，家族や家庭のよさに気づく感性を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①目を閉じて，教室のにおいを感じる。

○目を閉じてごらんなさい。何を感じますか。
②資料「におい」の絵を見て話し合う。

○絵を見て，どのようなことを感じましたか。

　○お話を聞いて，考えましょう。

○それぞれのにおいは，何を語りかけていますか。　

◎においが消えた部屋にいるときは，どのような気持ちですか。
③においのある家が，どうして好きかをワークシートに書く。

○ワークシートに，どうして，においのある家が　好きなのかを書きましょう。
	・教師も目を閉じ，クラス全体で，心をとぎすます時間をもつ。

・風の動き，給食室からのにおい，太陽の明るさ・暖かさ，友達のにおいなど，自分の感じたことを自由に発言させる。

・においによって，とても幸せな気分になっていることを気づかせ，どのようなにおいかを想像させる。そして，においは，家族のかかわりで生まれてくることにまで目を向けさせる。

・自由に自分の思いを語らせる。また，においのするものは，子ども一人ひとりの家庭にあわせたものに変えて語らせてもよい。

・単に，においがある＝調理してくれる人がいる＝いないと困る，と考えさせるのでなく，においによって家族のかかわりが生まれ，心が安定すること，においは家庭の温かさを象徴するものの一つであることに気づかせる。そして，においの消えた寂しさから，家庭のにおいを，今度はぼくが作ろうと何か始めたのではないかななどと推量させていく。

・自分の言葉によるまとめをさせる。家族のつながりや家庭の温かさ，家庭を大事にしていこうとする気持ちなどが書かれているかどうかで評価する。

	クリエイティブな授業をするために
・自分の家のにおい，家族の人のにおいなど，においについての感受を細やかにして，においのもつ生活感をとらえさせるようにして，自分お家族に対する理解を深めさせる。
・においで周囲の様子を察知し，生活している人（視覚障害者，聴覚障害者）がいることにも気づかせ，思
いをめぐらせる。


	主題名
	ぬくもりのある家庭   
	内容項目
	家庭愛　4－(3)　　　　　　　　
	6月

	資料名
	10　におい（2）　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　家庭のぬくもりを五感で受容し，そのぬくもりを維持するためには，家族相互のはたらきかけが必要なことに気づき，温かな家庭を大切にしていこうとする心情を高める。

	主題設定の理由

	　子どもにとって家庭は，当然のように自分を受け入れ，守り育んでくれる場所である。

　家庭やその成員である家族について考え，それぞれのよさに気づくことは，子どもにとって自分の足場を固め，生きる土台を確認することにもなる。そして，ともすると年少者として家族に頼ることの多い子どもたちが，自分も家族の一人としてなすことはないかと考え，積極的に家庭の中で役割を果たそうとする意欲を高めることを期待したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①話の方向性をもつ。

　○今日のお話の題は「におい」です。

②資料「におい」で話し合う。

○「ぼく」は，何をしているのでしょう。

○ぼくの家には，どんなにおいがあるでしょう。

◎いろいろなにおいは，何と言っているでしょう。朝のおみそ汁は，どうですか。

◎においが消えるときは，どんなときでしょう。

　　また，そんなときは，どんな気持ちですか。

　
③自分の生活で考える。

　○みんなは，どんな家が好きですか。


	・花瓶の花，窓際の植物，給食など，まず教室に漂っているにおいを自由に語らせ，雰囲気作りをする。その後，「家では？」と話を広げる。
・さし絵を利用して，ぼくの姿を提示し，何をしているのか自由に想像させ，資料に近づける。

・図工の時間に自分の好きな食事の絵を描かせ，それを切り抜き絵にして使用すると，資料の世界と自分の距離が縮まるだろう。　

・「おみそしるの……」以降3行を教師の語りで示し，同時に，その切り抜き絵を提示すると楽しい。「カレー……」も同様に提示する。

・食事を作った家族の思いに気づくように，家族の顔の切り抜き絵を黒板に提示してもよい。家族のだれにするかは，学級の子どもの家庭の実態によって決める。　

・食事や家族の切り抜き絵などで楽しく演出した黒板から，それらの切り抜き絵を取りながら，この部分を読むと，においが温かな家族を象徴していることに気づかせることができる。
・資料の最後の2行を読み，発問につなげる。この資料のぼくは，どうしたか話し合ってから，自分の考えをワークシートに書くようにしてもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・ときには人の心を和らげ，ときには人の心を不快にさせるにおいについての感受を高め，自分の好きな家族のにおいについてあらためて理解させる。


	主題名
	生命の大切さ
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　
	7月

	資料名
	11　ありさん，がんばって
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　小さなものにも生命があることに心をとめる感性のすばらしさに目を向け，自分をとりまくものに，生命の息吹を感じて生きていこうとする心を育てる。

	主題設定の理由

	　生命を尊ぶ心とは，かけがえのない命をいとおしみ，自他の生命（いのち）を大切に生きることである。ともすると生命尊重は，危険を避け，安全に生活するという「自分とのかかわり」でとらえがちになるが，ここでは「自然や崇高なものとのかかわり」で，とらえていく。どんな小さな生き物にも，生きようとする営みがあることを感性でとらえ，感動と畏れの念で接していくことである。その中で，自分の命の重みを感じていかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ありを見つけたことがあるか話し合う。

○ありを見つけたことがありますか。どのような様子でしたか。
②資料「ありさん，がんばって」を読んで話し合う。

○たくさんのありさんの姿に，立ち止まったゆう子さんは，どのような子どもだと思いますか。

（ふだん，どのような生活をしていると思いますか。）

◎ありさんに，お話をしているときの，ゆう子さんの表情を想像してみましょう。ゆう子さんになって，「ありさんの赤ちゃんは……」「ありさん，がんばって」と言ってみましょう。

○ゆう子さんは，ありさんと，ほかにどのようなお話をしたのでしょう。

③ありの視点から，ゆう子さんの行為を見つめ，お話作りをする。

○みなさんがありだとしたら，ゆう子さんは，どう見えたでしょう。ワークシートに，お話を書きましょう。
	・実際に，自分が見たり触れたりした経験を自由に語らせる。子どもから「かわいい」「がんばり屋」などの発言があったら，どんな姿からそう思ったか，具体的に聞くと資料の世界にスムーズに入れる。
・ありという小さな生命に心を留めることができることは，ふだんから生き物に優しい生活をしている子どもであることに気づかせる。

・言葉は力をもっている。言葉はその人の心を表す。だから，ここでの子どもの言葉から，子どもの心を評価する。そして，価値づけて子どもにフィードバックする。

・いろいろなありに話かけをさせる。その中で，ありの生きるための営みや，生命の連続性に気づかせる。
・ゆう子さんの靴底がどれだけ大きく見え，恐ろしいものであったか，また，ゆう子さんが注意して歩いたおかげで命が救われたことなどを書かせたい。

	クリエイティブな授業をするために
・子供は自分の身近な動物に対して思いもよらぬほどの愛着をもつとともに，残酷性（それを残酷とは感じていない）を発揮する。だんご虫，はさみ虫，みみず等で遊んでいる子に対して一言，命がある，家族があることを伝え，生命尊重を位置づけておきたい。


	主題名
	誠実な心
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)　　　　　　　　　　
	7月

	資料名
	12　おおかみと しょうねん　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　うそをつかれても，まだ愛するものを信じたいと思う人間の心の不思議さに気づかせ，人の心を受け入れ，その人の願いを思い，誠実に生きていこうとする心情を養う。

	主題設定の理由

	　本資料は，ちょっとした軽い気持ちで虚偽情報を流し，それをめぐってのエピソードが教訓の形で示されている。うそが日常に満ちあふれている今日だが，やはり虚偽情報発信者には，その情報が間違っていることを承知している，一種の後ろめたさがつきまとう。この後ろめたさの正体を子どもに十分わからせるため，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①うそをついてしまったことを思い出す。

○うそを言ってしまったときの気持ちを，思い出してみましょう。
②資料「おおかみと　しょうねん」の話を聞いて話し合う。

　○「おおかみが　きたあ。」と大声で叫んだときの，少年の気持ちはどんなだったでしょう。

　　(村の人たちがかけつけてくれたことを，少年はどう思いましたか。)

◎うそを言うと，村人たちがかけつけて来ることを知ったとき，少年はどんな気持ちになったのでしょう。

○一度，うそを言われているのに，また少年のところに駆けつける村人の気持ちを考えてみましょう。

③資料「おおかみと　しょうねん」の続きを推察する。

○少年は，このあと，どうなったでしょう。
④教師の話を聞く。

	・発表するのでなく，自分の心でそのときの状況や周囲の様子，その後のことを思い出す。

・個々のケースに立ち入らないように十分配慮する。
・孤独な毎日の生活だったことを納得させる。

・退屈を紛らわす手立てが虚偽情報発信者になることの是非を検討。

・自分の一言で，これだけ多数の人を動かせる快感。

・うその積み重ねによる罪悪感の摩耗。

・「もしかして本当だったら」とか「今度は，うそではないだろう」などと，相手を信じようとする人間の心にふれさせる。ひょっとしたら，自分のまわりにもこの村人のように自分のことを思ってくれる人がいるかもしれないことに，温かな気持ちをもたせる。
・自由に考えさせる。

・「おおかみに食べられた」などの必罰感覚の子どもの発想も大切におさえる。

・少年は村人に助けられ，今度はいくら退屈でもうそをつかなくなったこと，うそをつこうとすると，助けてくれた村人の顔を思い出すなどの話をしてまとめてもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・子どもの日常の中で，うそは自分の心をあざむくものだということを伝え，正直，誠実，明朗の理解を深めさせる。


	主題名
	生きる力  
	内容項目
	勇気　1－(3)　　　　　　　　　　
	9月

	資料名
	13　はなびらの　ぼうけん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　さまざまなことにチャレンジし，新しい世界を体験し，前向きに生きていこうとする気持ちを養う。

	主題設定の理由

	　わたしたちの毎日の営みには，人と人とのかかわりや，人と自然とのかかわりなど，出

会っては通り過ぎ，また新たに出会い，別れ，そして……という流れがあり，その出会いが人間を大きく成長させていく。出会いや別れを恐れない勇気が生活の質を左右する。このことを，子どもなりに理解し，「生きるって楽しいな」「こわいこともあるけど逃げてはいけない」の気分で積極的に生き，豊かな人生を歩んでほしいと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「冒険」の言葉のイメージを話し合う。

○「冒険」の言葉から，どのようなことが思いうかびますか。
②資料「はなびらの　ぼうけん」の範読を聞いて話し合う。

○はなびら君は，みつばちさんの問いかけに，何と答えるでしょう。

○からすさんの問いかけには，何と答えるでしょう。（からすさんに，空へ連れていかれたとき，何と言ったでしょうか。）

○くもさんの問いかけには，何と答えるでしょう。

◎ありさんに助けを求められたとき，何と答えるでしょう。

○はなびら君とありさんは，どのようなお話をしたでしょう。
③この話の先を想像し，ワークシートに書く。

○この先，はなびら君は，どうしたでしょう。話の続きを想像し，ワークシートに書きましょう。
	・子どもなりのイメージを発表させる。これは，子どもの実態調査にもなるので，一人ひとりのイメージを十分語らせる。その後，「今日はひら，ひら，ひらの冒険です。」と言って資料読みに入る。
・教師の語り聞かせを行う。ポイントで立ち止まり，子どもに花びらの気持ちを聞いていく。（役割演技）

・演者の声のトーンと表情を大事に扱う。

・こわさと楽しさの混じった気持ちであることに目を向けさせる。　
・だんだん自信をつけていく花びらに着目させる。

・評価ポイントである。自律への意識が表れた言葉を期待したい。　

・二人の会話を表現させ，勇気とよく生きる関係について考えさせる。

・自分の言葉によるまとめをさせる。

	クリエイティブな授業をするために

・子どもの日常から自立の姿を感じたらすぐフィードバックし，行為の価値づけを行い，自立へと導いていく。教師の細やかな見取りが子どもを成長させていく。


	主題名
	勤勉・努力
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)　　　　　　　　　
	9月

	資料名
	14　ぼくの　中の　ぼく 　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　努力を支える気持ち（かかわりたい思い・好きという感情）に目を向け，自分で努力できる対象を広げようとする意欲づけを図る。

	主題設定の理由

	　同じ時間であっても，長く感じたり短く感じたりする不思議な自分を子どもは知っている。その不思議な自分を生みだすもとは何だろうか。それを探れば，努力を支えるものが見えてくる。たとえ他律期の子どもであっても，そこに価値を見いだせば，自律的な行動ができる。そんな不思議な力をもつ「ぼくの　中の　ぼく」の存在に気づかせることは，自らを成長・発達させる子どもへの援助になると考える。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料名「ぼくの　中の　ぼく」について考える。

○ぼくの中にぼくがいるとは，どのようなことでしょう。

②資料「ぼくの　中の　ぼく」の話を聞いて考える。

○お母さんに頼まれた植木の水やりのときの気持ちは，どんな気持ちでしょう。

○自分で育てている朝顔の水やりのときの気持ちは，どんな気持ちでしょう。

◎そのときの気持ちの違いは，どこからくるのでしょう。どうして違ってきてしまうのでしょう。
③ほかにも似たようなことがないか考える。
（ワークシート）

○ぼくの中にどんなぼくがいるか，考えてみましょう。
	・「ぼくの　中の　ぼく」を板書し，子どもに考えさせる。その際，「ぼくの」で立ち止まり，「ぼくの何かな」など，聞いていくと，子どもの授業への期待値は高まっていく。
・自分の生活をふりかえらせながら「やらされている」という感覚が生み出すものについて，動作などを交えて考えさせる。

・自分の好きなことをするとき，自分の大事なものを扱うときの様子を思い出させて考えさせる。

・時間を十分とって考えさせる。自分で決めたこと（意味づけできている）だとできる，人から頼まれたこと（意味が見いだせない）だと感情が伴わないのでできないという違いに目を向けさせる。
・いつまでも続けられる自分の姿を，たくさん思い出させ，意欲づけを図る。

	クリエイティブな授業をするために
・苦手なことに努力している子どもの姿や，そのときの表情から「ぼくの　中の　ぼく」の成長をとらえ，称賛し，努力することの楽しさを気づかせていく。


	主題名
	 音からの自然愛
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　
	9
月

	資料名
	15　音の　ふしぎ　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　身近な音に親しみ，音の不思議さや，人間の音に対する不思議さを味わおうとする心情を高める。


　
	音に対する感覚を磨くことは，人間関係を磨くことにもつながっていく。同様に，自然の発する音をいとおしむ心をもつことは，自然と仲よくなり，自然の不思議さに目を向け，自然に対する感覚を研ぎ澄ますことになる。感覚の不思議な世界へ子どもを招待したい。
	

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①身近な音を聴く。

②資料「音の　ふしぎ」の話を聞いて考える。

○ぼくとわたしの波の音のとらえ方について話し合いましょう。

○せみの声の受けとめ方の違いをどう思いますか。

◎なぜ，人によって音の聞こえ方が違うのでしょう。

③たくさんの音の中で生活している自分たちの日常に気づき，音とのつきあい方について考えさせる。
	・録音テープを活用する。

・自然の音，人工の音など，いろいろな音の中で，自分が心地よく感じる音，心がガサガサしてくる音があることに気づかせる。

・音の聞こえ方の違いを体験させる。

・音に対する感覚の違いでの，いやな思いを想起させ，資料の世界について考えさせる。

・音の感覚は不思議なもので，いつもその音の中にいると，音と自分が一体化していて，音に対しての気づきがなくなることに目を向けさせる。

・音にかかわる知識があるか否かによっても，音の受けとめ方が違うことに気づかせる。

・せみの一生について考えさせることも，知に裏づけされた感情の深まりを実感することにつながる。

・音は，その受けとめ方ひとつで，心をいやすものにもなる。音を出すものに対するかかわりの深さが大きく影響していることに目を向けさせ，その不思議さに気づかせる。

・さまざまな感覚の人が生活をともにする中での，音にかかわるエチケットについて考えさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・クラスの音を録音し，それを聞いて話し合い，音へのエチケットに目を向けさせ，音への理解を深める。クラスの音と対比し，自然界の音を聴かせ，その違いについて目を向けさせる。


	主題名
	友達のよさ
	内容項目
	愛校心　4－(4)　　　　　　　　　
	9月

	資料名
	16　ともだち
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　友達のよさ（個性）を認め，そのよさの生みだすハーモニーの中で，豊かな学校生活を送ろうとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　子どもたちの，学校社会での大人との出会いや仲間づくりの経験は，彼らがこれから先，いろいろな集団で生きていくうえでの貴重な体験になる。

　ここでは“学級の生活を楽しむ”ことを重点におき，主題を設定した。

　学級には，いろいろな友達がいる。みんな個性をもっている。それぞれ違った“よさ”をもっている。そのことに気づけば，また新たな友達関係が結べるだろう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①クラスのイメージについて話し合う。

　○1年○組は，どんなクラスですか。
②資料「ともだち」を読んで考える。

○さし絵を見て，どんなことを感じましたか。

○いろいろな友達がクラスにいるよさは，何でしょう。

◎もし，クラスのみんなが同じタイプだったら，どんな感じがするでしょう。

○自分は，お友達にどのように見られていると思いますか。（ワークシート）
③教師の話を聞く。

	・発言している内容だけでなく，表情にも目を向ける。

・発言している子どもの表情が暗く寂しげであったら，何か問題があるかもしれないと考える。
・全体的にとらえる子，一人ひとりに着目する子と違いが出てくるであろう。こういう，ほんの少しのことにも個性が表れてくることに着目させ，この違いが授業を楽しくしていくことに気づかせる。

・個性のぶつかり合いの中で，新しさが創造され，ハーモニーとなって包み込むことに気づかせる。

・安定しているかもしれないが，だんだんつまらなくなってくることを推察させる。

・難しいようであったら，「もし自分の姿を自分で見ることができたら，どんなふうに見えますか」などと補助発問をする。

・泣いてばかりいるなどのマイナスなイメージも，見方を変えると，優しく繊細な子になるなどの，見方によってイメージが変わることも話の内容に加える。

	クリエイティブな授業をするために
・学校に来ることが楽しいことは，愛校心につながる。愛校心とは，学校が好き，友達と一緒にいることがうれしいことなどにつながっていることを理解させ，愛校心を身近に感じさせる。


	主題名
	ふるさとを思う心
	内容項目
	郷土愛　4－(5)　　　　　　　　　　
	10月

	資料名
	17　わたしの　町　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　自分の住んでいる町のよさに目を向け，地域（町）の一員として生活しようとする気持ちを養う。

	主題設定の理由

	　自分の生まれ育った郷土は，人格形成にさまざまな影響を与え，一生にわたっての精神的な支えとなる。さらに郷土の文化や伝統を重視することは地域社会への素朴な誇りを生み出し，そこに生きることへの愛着を高める。

　遊びや生活科などの学習を通し，郷土へ目が向けられるこの期に，感覚を通して郷土の雰囲気をとらえさせることは，大人になってもふと思い出す“ふるさと”としての郷土を子どもの心に残すであろう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①わたしの町（地域）について抱いているイメージを発表する。

○わたしの住んでいるところを，ほかの地域の人（宇宙人・外国人）に紹介するとしたら，どのようにお話しますか。
②資料「わたしの　町」を読んで話し合う。

○まなちゃんは，どうして「赤い色の町」と，とらえたのでしょう。

○わたしは，どうしてすぐには答えられなかったのでしょう。

◎わたしは，自分の住んでいる町を何色に染めていきたいと考えているでしょう。
③自分たちの生活で考える。

　○わたしの町の色は，何色でしょう。

　　わたしの家庭の色は？

　　わたしの色は？

　　わたしのクラスの色は？
	・自由に語らせる。発言の中に，においや音・色など感覚的な発言が聞かれたら，大切に扱う。

・「いい所」などの，大きなまとまりの言葉での表現に対しては，「どのような所が」などの問いで細やかに地域をとらえさせていく。
・赤色のもつ雰囲気を自由に語らせる。りんごの赤，届けてくれたおじさんの温かな気持ちの赤など，イメージを大切にする。

・すぐには言えないのはなぜか。普段，町のことをあまり考えていなかったのか，町と，あまりかかわりをもっていなかったのかなど，自由に推察させる。

・一人ひとりの思いを大切に扱い，心にともった郷土への明かりを育てていくように援助する。

・色に対する自分の願いも発表させる。「何となく，オレンジ」などと言う子どもに対しても，“何となく”の感情を温かく受け入れていく。むしろ，“何となく”をみんなで感じ合えるクラスの柔（テンダー）な気分を大事にしたい。

・自由に想像させる。

・ワークシートに記入する。

・プライバシーにかかわることもあるので，発表の強要はし　ないよう配慮する。

	クリエイティブな授業をするために
・生まれ育った環境は知らず知らずのうちにその人の文化を形成する。いろいろな文化がまとまりあった中で新しい文化（郷土）がつくられることを理解させる。


	主題名
	礼儀正しい行為
	内容項目
	礼儀　2－(1)　
	10
月

	資料名
	18　かりた　上ばき
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　心のこもったあいさつや礼儀正しい行為の心地よさを知り，明るく接する態度を育てる。

	主題設定の理由
　　　　　　　　　　　　　
	学校や社会生活では，ほかの人に対するあいさつや言葉遣い，動作などに心掛けて，気持ちよく接する人間関係を育成することが重要である。それは，ほかの人とのかかわりにおけるよりよい習慣の形成とも言える。いわば適切な礼儀の指導である。

　礼とは，社会生活上守るべき行動様式であり，儀とは，それに心を込めて表出しようとの意味を持っているので，礼儀正しい行動実践によって自他の人間関係の基礎・基本が成立することになる。

　本資料では，身近な忘れ物に関して，他者の好意に対する礼儀の大切さを知るとともに，それに応えようとする態度育成を願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①類似の生活経験を思い出す。

○忘れ物をして困ったことから，他人に何か借りたことはありますか。

○そのようなときは，どのように返却しましたか。

②資料「かりた　上ばき」の範読を聞き話し合う。

○主人公「ぼく」が，上ばきを学校で借りたことをどう思いますか。

○ドアの前に並べて返したことはどう思いましたか。
◎まい先生が「赤えんぴつ」の話をして，「たからもの」を見せてくれたのはなぜでしょう。

○大きな声でお礼を言った「ぼく」の気持ちをノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○人にものを借りたときの返し方は，これからどうしたいと考えますか。

④教師の説話を聞く。
	・だれでも忘れ物や失敗等の経験はあろう。そんなときの対処方法にその人の人間関係意識や価値観が見いだされるものである。互いの失敗をとがめだてするのではなく，より適切に人間関係を構築する優しさや思いやりなどが「礼儀」の基本であることに気づかせたい。

・主人公の状況などを簡単におさえる。

・忘れた日が「月曜日」だったこともおさえておくとよい。

・「早く返したかったぼく」の考え方やほかの手段はなかったかを吟味するとよい。

・上ばきを借りない子どもの意見も大切にする。

・「借りたものはすぐに返す」ことの考え方もおさえておく。

・まい先生の忘れ物指導の方針と返却する際の心掛けの意図を重視するとよい。

・心が晴れ晴れした「ぼく」の気持ちを表現した子どもを評価する。
・多様な考えを出させたうえで，さまざまなアイディアを表出する。その根底に他者を尊重する気持ちを確認させるとよい。

・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業づくりのために

・単なる礼儀指導や形式的動作論に終わらないように留意しなければならない。礼儀に対する『○○運動』の意味も十分汲み取る構えを育てることが重要である。

・諸外国や他民族の文化や風習をネット情報等で調べる時間も大切である。


	主題名
	勇気
	内容項目
	勇気　1－(3)　　　　　　　　　
	10月

	資料名
	19　つよい　こころ　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　よいと思ったことは，進んで行おうとする気持ちを育てる。

	主題設定の理由

	　この内容は，「よいことと悪いことの区別をし，よいと思うことは進んで行う。」で表現されており“よいと思うことに対する行為主体としての勇気”を意味している。それは，安易な同調行動や蛮勇をいうのではなく，自分の良心に照らしての「よいと思うこと」の判断，実践という主体性を貫くことである。

　他人の目を意識しての行為のみに心を奪われがちなこの期の子どもに，自分自身にかかわる真の勇気に気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①勇気という言葉から思いうかべることを発表する。

○勇気という言葉から，どのようなことを思いうかべますか。（勇気を出すときというのは，どんなときですか）
②資料「つよい　こころ」を読んで話し合う。

○まき子さんの考える勇気とは，どういうものですか。なぜ，自分から先にあいさつするとき，勇気がいるのですか。

◎ぼくの考える勇気とは，どういうものですか。どうして，勉強中にトイレに行くのに勇気がいるのですか。

○それぞれの勇気を出すとき，立ちふさがるのは何ですか。

○としお君の考える勇気とは，どういうものですか。いじめられている友達を助けるとき，どうして勇気がいるのですか。

③「ゆうきを　出す　とき」と「つよいこころ」の関連について考える。

○この，お話の題は「つよい　こころ」です。どうして勇気を出すことが，強い心なのですか。
	・あまり考える時間を与えない。とっさの発言に子どもの真実の声が表れるからである。

・ワークシートで事前調査をしておくのもよい。
・消極的な子，おとなしい子，社交的でない子，かかわりをもつのが苦手な子にとって，先に言葉をかけるということは，大変な勇気のいることであることに気づかせ，一人ひとりにとって，勇気に違いがあることを気づかせる。

・ある集団が，一つの流れの中で動いているとき，そこから抜けたり，あるいは入ることは，実に勇気のいることである。この気づきが子どもから出たら大切に扱い，みんなに投げかけていく。　

・自分の経験を思い出させ，周囲と自分との関係であることに気づかせる。

・自分が正しいと思ったことを実践する勇気について，友達関係などさまざまな視点から考えさせる。
　
・自分の心に裏づけされたものが真の勇気であり，強い心であることに目を向けさせて，自分自身を見つめさせていく。


	クリエイティブな授業をするために
・力の強い子，声の大きい子，先生の顔をうかがいうまく立ちまわる子が，ややもするとクラスのリーダーになりがちである。本当にそれがリーダーなのかを話し合い，リーダーについて見直し，子どもの視野を広げていくきっかけとしたい。


	主題名
	あたたかな家族関係
	内容項目
	家庭愛　4－(3)
	10月

	資料名
	20　おじいちゃん　大すき　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　父母・祖父母を敬愛し，家族の幸せを求めて，進んで役に立とうとする態度を育てる。

	主題設定の理由

	　人にとって「家庭」が日常生活の基盤であると言ってよい。その安定なくして学校や社会生活での自己実現も難しい。「道徳」ではこの内容項目を「家族愛」と示す場合が散見されるものの，一般的に家族とは，夫婦とその血縁関係者によって構成され共同生活を営む単位集団である。本書では，家族を中心とした人々の生活空間や雰囲気までを含めた広い概念の「家庭」を重視し，内容項目を『家庭愛』と表記した。

　本資料では，入院した祖父と孫の手紙の交流により，相互の温もりが感じ取れる。温かい家庭愛溢れる態度の育成を願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①類似の生活経験を思い出す。

　○あなたは入院生活をしたことがありますか。または，家族のだれかが…? 

②資料「おじいちゃん　大すき」を読んで話し合う。

　○主人公「まひろ」は，おじいちゃんになぜ手紙を書こうとしたのでしょう。

　○なぜ毎日の出来事を「まひろ」は書いたのでしょう。その気持ちは…?

　◎「おじいちゃん大すき」と書いた「まひろ」をどのように思いますか。

○二人の気持ちを考えて「まひろ」あるいは「おじいちゃん」あてに，ノートに手紙を書きましょう。

③これからの自分を考える。

　○温かい家庭を作るためにはどのようにしたらよいでしょう。

④教師の説話を聞く。


	・入院したときの不安感等を経験者から話をしてもらうとよい。ただし，個々の事例等については十分留意しなければならないのは言うまでもない。人間はダメージを受けたときにこそ，近しい人からの励ましなどがきわめて有効である。
・もしかしたら，まひろも同様の経験があったかもしれないなど，多様に想像させつつ，授業参加意欲をかき立てるとよい。

・書き始めると次から次に書きたくなるのが手紙である。書きながら祖父への思いをさらに深めたであろう。

・「早く遊びたい」「大すき」と記された祖父は，とても幸せに感じただろう。家庭愛とは相互に高め合うものであり，そのような家庭からは社会不適応は生じない。

・どちらかを選択させて，自由にお便りを出させるとよい。

・温かい家庭愛の姿や心情を表現した子どもを評価する。

・多様な考えを出させたうえで，さまざまなアイディアを表出する。ただ，家庭内に問題を抱えた子どもには十分配慮しなければならない。

・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・家庭の諸事情・諸問題は教師は中々立ち入ることが苦手ではあるが，小さなことでも子どもが中心となって改善する余地は少なくないだろう。親への手紙など，小さな一歩かもしれないが教師が子どもを支えて努力することは大切である。

・諸外国や他民族の家庭のあり方等をネット情報等で調べる時間も大切である。


	主題名
	自然愛
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　
	11月

	資料名
	21　金ぎょの　ナナ　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　いとおしんで育てたものの死後の世界まで考えることが，動植物を飼育するものの務めであることに目を向け，温かな心と責任感で飼育していこうとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　「人に優しく，地球に優しい教育」が求められている。この“優しい”を支えるのは，見えないものを見る感性であろう。つまり，自然からの語りかけに耳を傾け，自然のすばらしさに心を動かされ，自然に“生命”を感じ取る心をもつということである。

　ここでは，環境学習への道徳教育からのアプローチもかね，「飼育」と「死」，「土」の3点から“優しさ”について考えたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①土の中には何がすんでいるのか，土の中の様子を想像する。

○土の中には，何がすんでいるのでしょう。
②資料「金ぎょの　ナナ」を読んで考える。

○さし絵を見て，お話を作ってみましょう。

○金魚をすくったときの気持ちを想像しましょう。　

○ぼくは，金魚のナナを，どんなふうに飼っていたのでしょう。

○ナナが死んでしまったとき，ぼくは，どのような気持ちになったでしょう。

◎おじいちゃんの言葉の意味について考えましょう。（ワークシート）
③ぼくのその後の話を作る。

	・自由に話をさせながら，わたしたちの見えない世界にも，生活があることに気づかせていく。
・会話を想像させながら，資料の世界をつかんでいかせる。子どものお話作りが一段落したら，資料読みに入る。

・おじいさんといっしょにすくったことに，特別の意味を感じ取らせたい。

・大切に世話をしていたことをとらえさせる。

・死＝悲しみと反応すると思われる。ここでは，死んだ金魚が隣の家のものだったら，学級のものだったらなどと背景を変えて考えさせ，おじいさんとすくった金魚の死に接したぼくの気持ちを推察させる。

・土に帰るということについてじっくり考えさせる。

・土は生きていて，わたしたちの生活を支えてくれていることに，思いを遣る。
・ぼくは，その後どうしたかを想像させる（例えば，ナナを埋めたところに，お話をしにいく。土の中の生き物に優しくなるなど）。

	クリエイティブな授業をするために
・教室の中に花を飾り，毎日水かえをして，うるおいのある教室にしておく。教室の中に鉢植えの花を置き，土が乾いたら水をやり，たくさんの花を咲かせてみる。自然の息吹を感じる教室は，かくれた力として子どもに自然愛を体得させていく。


	主題名
	節度ある生活  
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　　
	11月

	資料名
	22　かぼちゃの　つる（1）
	出　　典
	文部省資料　　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　いきいきと生きるためには，他者への配慮が必要であることを知り，自分らしく人生を謳歌して，豊かに生きようとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　節度とは，自分の生活に自分で節目をつけることである。低学年においては，「～すると，自分が傷つくからやめよう」というような，ともすると功利の観点でとらえた節度を子どもに示しがちであるが，それでは，あまりに寂しい。初めから規制することを求めるのではなく，自由に思いきり行動するすばらしさに気づかせ，そのうえで心を痛める他者の存在に目を向けさせることが大切である。“前向きな構え”の節度を志向したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①わがままにかかわる体験を話し合う。

○わがままをされていやな思いをしたことがありますか。

○逆に，してしまったことはありますか。

②資料「かぼちゃの　つる」を読んで考える。

◎ぐんぐんのびる，かぼちゃのつるの気持ちを考えましょう。

　　（もし，かぼちゃが，体の具合が悪かったり，気持ちが沈んでいたら，このようにつるはのばせるでしょうか。）

○みつばちやすいかのつるなどみんなの注意は，かぼちゃのつるの心に届くでしょうか。

○すいか畑にのびたときの，かぼちゃのつるの気持ちを考えましょう。

○つるを切られたときのかぼちゃは，何を考えたでしょう。
③みんなは，かぼちゃのつるをどう見ていたのか考える。

○みんなは，切られたかぼちゃのつるに何と言うでしょう。
	・体験にもとづき，自由に語らせる。　

・わがままをされたことは覚えているものの，したときには罪悪感が薄く，叱られて気づくことが多い。

・教師は，切り抜き絵を操作しながら話をする。

・つるをのばすかぼちゃを，批判的にとらえず，“生きている”観点から肯定する。

・逆の観点から思考させることは，つるをのばすかぼちゃの気持ちを，より鮮明にさせる。

・夢中になっているときや自分優先の考えに陥っているときは，他人は眼の中に入らない不思議さに改めて気づく。

・思いとおりにできたときの満足感を，体験と重ねて考えさせる。

・「～をやらなければよかった」だけに終始するのでなく，「～の言葉に心を傾ければよかった」「みんなの心を知っていれば……」などの前向きな考えを期待したい。

・自分の姿を，他者の考え方も含めてとらえさせる。

・一生懸命に生きるためには節度が大事だと子どもが納得することが大切。

	クリエイティブな授業をするために
・自分の思いと他者への配慮のバランスの中で，節度ある生活態度が実現できることを理解させ，節度ある生活態度とは，がまんではないことを実感させる。


	主題名
	節度ある生活     
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　
	11月

	資料名
	22　かぼちゃの　つる（2）
	出　　典
	文部省資料　　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　自分が楽しくいきいきと生きるためには，他者への配慮やその忠告を聞くことが必要なことを知り，よりよく生きようとする意欲を高める。

	主題設定の理由

	　節度は，英語では moderation であり，「過ぎずにほどよく」との意味合いが大きい。つまり自分の生活に自分で節目をつけ中庸であることになる。しかしこれを子どもが自覚的に持つことは難しい。ある程度，周囲の大人がしてはいけないことを教え，子どもが内面から納得し，そうすることが心地よいと気づいたとき，身についたことが本物となり，生涯の財産ともなるものが培われるであろう。さらに，子どもが心地よいと感じるなかに，自分だけでなく他者の視点も入れられるかが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①畑の中です。かぼちゃのつるは何と言っているでしょう。
②資料「かぼちゃの　つる」を聞いて話し合う。

○ぐんぐんのびていったとき，かぼちゃのつるはどんな気持ちだったでしょう。

(つるは畑の外にのびていきました。みつばちは何と思ったでしょう。)

○すいかは，なぜおこっているのでしょう。

　○こいぬにふまれたかぼちゃのつるは，何と言っているでしょう。

◎切りとられてしまったかぼちゃのつるは，何と言っているでしょう。

③考えていることを書き出す。

○ぐんぐんのびたときや，切られてしまったときのかぼちゃのつるの気持ちを書きましょう。
	・p.52のさし絵を提示し，かぼちゃの言葉を自由に想像させ，話への興味をもたせる。

・いきいきしたかぼちゃのつるの生命観の旺盛さにもふれるとよい。

(さし絵のかぼちゃを，はじめは小さいものにし，次に話の進行によって少し大きいものに変え，成長を印象づけてもよい。)

・p.53のさし絵も活用する。拡大コピーして板書するのもよい。

・みつばちやすいか，こいぬのペープサートを作って楽しさを工夫する。

・みんなが語ることは，忠告していることをおさえる。

・資料の各々の言葉をカードに書いておき，子どもの話し合いの方向を示す資料として，適宜，提示していくのもよい。

・p.55のさし絵を活用して，つるのちぎれた様子を強調する。

・自分のことだけを考え，ほかの人の親切な忠告を受け入れなかったことに気づかせる。



	クリエイティブな授業をするために
・日常生活の中で節度ある生活態度実現の場はたくさんある。一つ一つの場を取り上げ，自分の生活に自分で節目をつけられた子どもに，「それが節度だ」ということを知らせ，位置づけていく。


	主題名
	誠実に生きる
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	11月

	資料名
	23　どんぐりにんぎょう
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	うそをついたりごまかしをしないで，素直にのびのびと生活しようとする態度を育てる。

	主題設定の理由

	　社会生活での基本は，人間は信頼できるという根本的精神の上に立って成立している。TRUSTなくしては根本原理が崩れてしまう。このことは子どもの世界でも同様であり，その意味では極めて重い内容項目である。

　また正直とは，心が清らかで，うそいつわりのないことであり，日本の伝統的な徳「清明心」が中世の武士社会の中で発展した概念といえる。日本人にとっては，正直こそ社会生活上守るべき徳目であり，その実践によって自他の人間関係の基礎・基本が成立しよう。

　本資料では，学校生活での身近な欲求・欲望に関して，他者の信頼を裏切らない正直さと誠実な態度の重要性を示唆しており，実践しようとする意欲化を図ることを願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友だちにうそをつかれたことの経験を思い出す。

　○信頼する友からうそをつかれたことがありますか。

②資料「どんぐりにんぎょう」を読んで話し合う。

　○みのるが人形をポケットに入れたとき，どんな気持ちがしましたか。

　○さやかちゃんの困っている様子を知り，みのるはなぜ人形をにぎりしめたのでしょう。

　◎「みのるくん　ありがとう」と言われたみのるの心の中は…?

　○さやかちゃんは，どんな表情だったでしょう。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○明るく素直に生活する大切さを知るための教師の説話を聞く。


	・人はうそをつく生き物だと言われるが，だれでもうそつきの経験はあろう。子ども同士のうそつき問題を軽く取り上げ，つかれた者の気持ちの悲しさや悔しさをまとめておく。
・主人公の状況などを簡単におさえる。

・「しめた」という気持ちと「いいのかな」の思いが混在したことをおさえる。

・仲良しのさやかちゃんの人形だと知ったことから，「返したい」と「自分のものにしたい」との気持ちの戦いが想像できるが，結局返したみのるの正直な気持ちがうち勝ったことを押さえておくとよい。

・さやかの信頼を得たみのる自身の心の汚れにも言及した子どもをしっかり評価する。
・さやかの信頼は辛かったと言える子どもが出現すれば素晴らしい。
・心の底から喜んでいて，少しもみのるを疑わないさやかを見ることは，みのるにとって本当は辛いことである。

・真に自己が胸を張れる人になろうとすることを表現した子どもを評価する。
・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業づくりのために
・正直な心を阻害する場面や欲望を丁寧に検討・吟味することによって，単なる正直礼賛の形式的指導に終わらないように留意しなければならない。学級活動やほかの教育活動等の連携も大切である。


	主題名
	感謝の心
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)
	11月

	資料名
	24　おばあちゃんの　手
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	日頃お世話になっている人々に感謝する態度を育てる。

	主題設定の理由

	　人は自分ひとりでこの世を生きることは不可能である。社会生活を営むには必ず他者の恩恵に寄らなければならない。つまり，「感謝」は人が自己存在を確認する際の謙虚さと同時に，内面から湧き出でる概念ともいえよう。

『ありがとう』は，本来は言葉通り『有り得ないもの』であるが，やがて「人間の業を超えた御力を讃えた言葉」となり，さらに「感謝やお礼」へと変遷したのであろう。本資料は，身近な祖母の数々のエピソードであり，加齢の「しわ」が歴史の重みや生きる知恵を物語っている。それらに気づくべく，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①おばあちゃんの家に行った経験を思い出す。
　○あなたのおばあちゃんはどのようなお方ですか。

②資料「おばあちゃんの　手」を読んで話し合う。
　○おばあちゃんの手がしわしわだけど，どのような感じがしますか。
　○おばあちゃんの手で作ったおにぎりは，どうして美味しいと思ったのでしょう。

　◎お父さんは「おばあちゃんがいちばんえらい」と言ったのはどうしてでしょう。

　○そのときのお父さんは，どんな表情だったでしょう。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○多くの「ありがとう」を知るための教師の説話を聞く。


	・祖母の家に遊びに行った経験(類似体験も含む)を自由に語らせ，祖母が年齢を重ねている証左を見いだしてもらうとよい。
・皮膚の皺は，水分や皮下脂肪の減少等によって生じる老化現象であり，外的要因として紫外線,寒冷刺激等，内的要因として血液循環不良，栄養不良等が考えられる。

・中国では『老(ラオ)』の言葉に価値や尊敬の念が含まれている。

・祖母のいる子ども，祖父のいる子どもなどのデータをまとめておくとよい。

・歳月を重ねた歴史の積み重ねのポジティブな要因をおさえるとよい。

・主人公は，おばあちゃんが大好きだから美味しいと感じたことをおさえておくとよい。

・お父さんも「おばあちゃんが大好きだから…」とのことをおさえておくとよい。そのことから，父も祖母を尊敬し溢れるほどの感謝の念を抱いており，同時に家族相互に尊敬し感謝していることが類推できる。

・尊敬の気持ちに溢れた表情だった…とおさえたい。

・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで価値を自覚するとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業づくりのために

・学校内や身近な「ありがとうさがし」の機会を設け，感謝の心を発見することによって実践行動に移す。

・学級活動やほかの教育活動等の時間の活用も大切である。


	主題名
	自分の姿のふりかえり
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	12月

	資料名
	25　はしの 上の おおかみ（1）
	出　　典
	奈街三郎作　　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	身近にいる幼い人やお友達，高齢者に優しい気持ちで温かく接し，親切な活動ができるような態度を育てる。

	主題設定の理由

	相手の気持ちを考えて行動することは，人と人とのかかわりの中で生きているわたしたちにとって大事なことであり，このことは，幼いころより何度も言われている。しかし，実際に行動するとなると，相手の気持ちを目で見ることはできないし，何を考えているかの推察も難しい。ここでは，相手の心を見るポイントを知らせ，相手の表情の中に自分の姿を見つけることができるようにさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料「はしの　上の　おおかみ」の話を聞いて，感じたことを発表する。

○おおかみは，どうしてみんなに意地悪をするのでしょう。

○くまが来たとき，おおかみはどのようなことを考えたでしょう。

②くまに抱きかかえられたとき，おおかみは何と思ったでしょう。

　○くまの後ろ姿をいつまでも見ていたおおかみは，何を考えたのでしょう。

○うさぎは，おおかみを見てどのような顔をしたのでしょう。

◎そのうさぎの表情やしぐさから，おおかみは何を感じたのでしょう。

②おおかみの顔は，このことをきっかけに，どのようになっていったのでしょうか。

　(なぜおおかみは，前よりずっといい気持ちなのでしょうか。)
	・紙芝居やペプサート，切り抜き絵などを使用し，動きのある資料提示を行う。

・意地悪をしてしまうおおかみの気持ちを推察させ，心と行動の関係に気づかせる。

・いじめる面白さを指摘した子どもに注目。

・「大きい者は強く，小さい者は弱い。だから，大きい者が小さい者に強くでてもあたりまえ」というおおかみの考えからすると，くまはどうすると思ったかを推察させる。

・くまの表情を見たおおかみの疑問に気づかせる。

・おおかみの初体験について，話し合わせる。（もしかしたらおおかみは，今まで大きい者にいじめられていたのかもしれない。）

・実際に演じさせる。

・うさぎの表情，それを見たおおかみの表情などから，気持ちを推察させる。

・心を入れ替えても相手の心の傷はすぐ消せず，受け入れてもらえないという人間関係の厳しさを，おおかみを通して体得させる。

・見せかけの優しさか，真の優しさかを見抜く不思議な感情を人はもっていることを気づかせ，心からの行動を志向させる。

・相手の役に立つ幸せ，生きがい。



	クリエイティブな授業をするために
・もし，橋の下にかえるがいたら，この様子をどう見ていたかなど，他者の視点を導入し，自分の姿をふりかえる視点の大切さを知らせる。
・相手の表情から自分の姿を見ることができることを理解させる。


	主題名
	勇気ある行動　　　　　　　　
	内容項目
	勇気　1－(3)　　　　　　　　　
	12月

	資料名
	25　はしの 上の おおかみ（2）
	出　　典
	奈街三郎作　　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	よいと思ったことを，勇気をもって，くじけないで行おうとする心情を育てる。

	主題設定の理由

	正しいと思ったことやよいと思ったことを積極的に行おうとすることは，人間にとってとても大切なことである。しかし，実際に行動するとなると，恥ずかしさやためらいがあったり，周囲に受け入れてもらえるかどうかと不安になったりして，なかなか実行できないものである。ここでは，こうした障害や困難を乗り越えて，勇気をもって行動しようとする心情を育てるようにしたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①よい行いをしている人について話し合う。
○よいことをしている人を見たことがありますか。それはどんなことですか。
○自分も進んでよいことをできますか。
②資料「はしの　上の　おおかみ」を読んで話し合う。
○うさぎを追い返したとき，おおかみはどんな気持ちだったでしょう。
　○くまが来たとき，おおかみはどう思ったでしょう。
○おおかみはどんな気持ちで，くまの後ろ姿を見ていたのでしょう。
◎うさぎを渡らせたときのうさぎのおどろいたような表情を見て，おおかみはどう思ったのでしょう。
③よいと思ったことを進んでできた経験について話し合う。
　○よいと思ったことを勇気を出して行ったとき，どんな気持ちになりましたか。

	・身近な日常生活の中でのよい行いについて想起させながら，本時のねらいにかかわる導入をしていく。
・見たり聞いたりしたことを発表させた後に，自分はどうかと問うことで，資料の内容につなげるようにする。
・ペープサートなどを用いて動きをつけ，児童の反応を見ながら，読み聞かせをする。
・自分よりも弱い者に意地悪をするおおかみの気持ちを考えさせる。
・自分より強いくまに会って，今度はうさぎと同じ立場になったおおかみの気持ちを考えさせる。
・大きいくまに初めて優しくされたおおかみの心の動きについて話し合わせる。
・うさぎの表情を見たおおかみの気持ちを，役割演技させることで推察させ，考えを深めさせる。
・心を入れ替えてよいことをしようとしても，簡単には受け入れてもらえない。続けることが必要であることをとらえさせる。
・導入での発表内容と関連づけて話し合わせる。その際，よいことをしたときの気持ちまで発表させることで，勇気をもって行動するすがすがしさにふれられるようにする。


	クリエイティブな授業をするために
・くまに出会ってから心を入れ替えてうさぎに優しくしたが，おどろいたような顔をされてしまった。その後のおおかみは，それにくじけず優しいままでいられるかを話し合わせることで，勇気をもってよいと思ったことを続ける大切さについて考えさせる。


	主題名
	自分の仕事
	内容項目
	勤労　4－(2)　　　　　　　　　　
	12月

	資料名
	26　しょくじの　ようい　できたよ　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	みんなのために働こうとする意欲を培う。

	主題設定の理由
　　　　　　　　　　　　　
	　この期の子どもは，働くことを嫌がらず，興味・関心のあることには張り切って仕事をすることが多い。そして役に立って家族や仲間に喜んでもらえると，ますますがんばることができる。そういった時期に，働くことの楽しさや喜びの体験を積むことで働くことの大切さを感じ取らせ，みんなのために働こうとする意欲を持つようにさせたい。たとえ小さな力であっても社会の一員としての役割を果たすことにつながることを感じ取らせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校から帰ったときのうれしかったことを話し合う。

②資料「しょくじの　ようい　できたよ」を読み，感じたことを発表する。

　○「てつだって　ちょうだい」とお姉ちゃんに声をかけられたときのたっくんの気持ちはどんなだったでしょう。

　○準備を始めたときの気持ちはどうだったでしょう。

　◎上手に並べられたときの気持ちはどうだったでしょう?

③楽しくお食事できたわけを考える。

○みんなの笑顔が生まれたわけを，書き出してみましょう。
④自分の生活をふりかえって話し合う。
⑤おうちの方からの手紙を書き，実践への意欲を高める。
	・だれかが待っていてくれたことや，留守であっても手紙やお菓子などが用意してあったことなどを自由に話し合う。

・プライベートな事柄でもあるので，慎重に対応する。

・文章が長いと感じる実態があれば，部分読みをし，子どもの感想や意見を少し話し合い，また戻って続きの読みに入るなど工夫が求められる。

・お父さんが家に帰ってくるときも，たっくんと同じような期待感があるかなど，同様の発想をする子どもの意見を大切にする。

・初めは抵抗があったかもしれないが，仕事が進んでいくなかで生じる気持ちの変化に気づいた子どもを称賛する。

・早くお父さんが帰ってきて，みんなで楽しい食事を囲む喜びを……ととらえた子どもを評価する。

・一人の笑顔がつながって，みんなの笑顔になることをとらえた子どもを評価し，ただ食欲を満たすためだけに食事をするのではないこと，食べることは意味が深いことを教師がフォローするとよい。
・家の人からの手紙をもらう場合には，家庭の事情について配慮する必要がある。

	クリエイティブな授業をするために
・生活科の学習とも絡め，子どもたちが継続的に仕事をする場を与えていきたい。保護者にも依頼し,学校・家庭の両面から適切な助言や称賛を繰り返すようにしていきたい。


	主題名
	すばらしい自然
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　　　　　
	1月

	資料名
	27　きたかぜ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　人の力を超えた世界にふれさせ，自然の中にすばらしさを見つけ出し，その中につつまれる幸せを味わおうとする心情を育てる。

	主題設定の理由
	　山も森も風も太陽もみんな生きていて，わたしたちを守ってくれるという，自然神ともいうべき自然に対する畏敬の念を子どもたちはもっている。

　大人たちが，ともすると効率主義にとらわれ，いつしか忘れてしまった自然への畏怖を子どもたちがもっていることに，たまらない喜びを感じるとともに，その心を大切に育てていってほしいと願わずにはいられない。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①北風について話し合う。

　○北風というと，どのようなことを思いうかべますか。

②資料「きたかぜ」を読んで話し合う。

○北風の中に立ったとき，人は何を求めるでしょう。　

　

○青い空がどんどん広がっていくときの気持ちを想像しましょう。

◎風の色って，どんな色でしょう。

　風の声って，どんな声でしょう。

　（ワークシート）

③外に出て，北風と仲よしになる。

○外に出て，風さんとお話しましょう。風さんの色を見てきましょう。
	・北風に対するイメージを自由に語らせる。

・その後，「今日は『きたかぜ』で勉強します」と言い，本を開かせる。絵にまず目がいく子，話を読む子などさまざまと思われるので，しばらく時間をおく。

・寒いとき（つらい思いのとき），人はぬくもりを求めることに気づかせる。ここでは，きっと仲よしの人と一緒だから北風の中に立っていられるとか，北風の中にいても心は温かいのでは，と思いをふくらませる。

・自分の生活と重ね合わせた発言を大切に扱いたい。青空が見えたときの心の内を語らせる中で，自然と人間とのかかわりに目を向けさせていく。

・風に色などないという発言も大切にしたい。この発言から風の色が見えたり，声が聞こえたりするときは心がフラットな状態であることに注目させることができる。ねらいからはずれているようにみえる子どもの発言も丹念に探ることにより，そこからねらいに迫ることもできる。
・この季節でなければできない授業のまとめをする。

	クリエイティブな授業をするために
・風は見えない。しかし見えるときもある。見えないものを見ることができる力を持っているのが子どもの不思議さである。そのはたらきを大切に育てていけるように，子どもの言葉に教師は心を動かされ，感動をともに分かち合うことが大切である。


	主題名
	みんなが使うもの
	内容項目
	規則の尊重　4－(1)　　　　　　　　　　
	1月

	資料名
	28　一年一くみの　赤い　ボール　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	規則を大切にして暮らしていくことの重要さを学ぶ。

	主題設定の理由　　　　　　　　　　　　
	　この期の子どもは，まだ，自己中心性が強く，自由に行動し，きまりや規則などを考えずに生活しようとすることが多い。しかし，集団生活では他者とのかかわりが生じ，摩擦や軋轢が発生する。そのため，勝手な振る舞いを抑制し，規則を守ることが大切になってくる。摩擦や軋轢の場面をとらえ，規範意識の基礎を育てることにより社会秩序が保たれ，自己及び他者の安寧や幸福が保証されるとともに社会正義が実現されることに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校での休み時間の過ごし方を考え，自分の課題をもたせる。

○夢中になって遊んでいるとき，どうしたいと考えていますか。
②資料「一年一くみの　赤い　ボール」の範読を聞いて話し合う。

○どうしてこのクラスでは，男女対抗ドッジボールがはやっていたのでしょう。

○かずくんのことをどう思いますか。

○ぼくも教室に急いで戻ってしまったのはなぜでしょう。

◎もう一度，はりがみを見て，ぼくは何を思ったのでしょう。

　　

○3時間目が終わったら，ぼくは何をするのでしょうか。ワークシートに書いてみましょう。
③このような場合には，これからどうすればよいかを発表し，みんなのものの大切さについて教師が説話する。
	・追いかけっこで遊んだときなど，もっと遊んでいようと考えたことなどを自由に発表させる。

・チャイムの録音などを聞かせて，みんなはどのようにしたらいいかをロールプレイさせるのもよい。

・登場人物とあらすじを紹介し，読みの視点を与える。

・男女の仲がよいことを想像させる。

・まとまっているクラス，問題のないクラスであることを考えさせる。

・かずくんもぼくも，悪気があったわけではないことをおさえるとよい。

・かずくんやぼく，みんなも含めての算数の時間の様子について考えさせるのもよい。

(子どもの発達の段階をとらえて，算数の時間に探しに行くか，三時間目が終わってからがいいかを，討論に持ち込むことも考えられる。)

・「ぼく」のようなセンシティブによく気のつく子の存在を大切にする学級経営が大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・日常生活のなかで規則を尊重する場はたくさんある。一つひとつの場を取り上げ，できた子どもに価値づけをするとともに，その姿をクラスに知らせ，よさをわからせていく。


	主題名
	みんな仲よく
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　　　　　
	2月

	資料名
	29　いっしょに　かえろう　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　友達の気持ちを考え，みんなと仲よく生活しようとする意欲を高める。

	主題設定の理由　　　　　　　　　　　　
	　子どもたちの仲のよさを見ると，家が近いとか席が隣とかの何となくという関係が多い。　また，友達から示される好意は受け入れても，自分からは優しさを返すことのできない子も少なくない。もう少し友達の気持ちに思いをめぐらすことができたら，仲よしの関係はもっと深まり，相手の人柄への信頼も生まれてくるであろう。これから，ますます友達とのかかわりが深まってくるこの時期に“仲よし”“友達”について考えさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「いっしょに　かえろう」の資料名から，内容を考える。

○今日のお話は「いっしょに　かえろう」です。どのようなお話だと思いますか。

②資料「いっしょに　かえろう」の範読を聞いて考える。

○わたしは，どうしてよっちゃんに声をかけたのでしょう。そのときのよっちゃんは，どのような気持ちになったでしょう。

◎「ゆきちゃんたちとかえるから。」と言われたとき，わたしの心はどうなったでしょう。

○わたしは，どうして自分の思いを直接，言わなかったのでしょう。
③教師の話を聞く。

	・「いっしょに」まで，板書し，子どもの様子を見る。「いっしょに，何だろうね」と聞くと，子どもの生活経験を投影した自由な発想がとび出す。それにより，子どもの今の思いや願いがとらえられる。
・友達の寂しい気持ちを感じ取り，声を掛けたわたしの優しさに気づかせる。その声掛けにより，よっちゃんの心がふくらみ，友達づくりのきっかけができたことを考えさせる。

・わたしの心の状態をものにたとえたり（例：風船が破裂したなど），色で表したり（例：ブルーになったなど）して，自分の考えをより適切に他者へ伝えられるよう，十分時間をとって推察させる。その際，よっちゃんの立場でも考えさせる。

・子どもなりのプライドや，よっちゃんを困らせたくないと考えたなどの思いやりなどを推し量らせる。

・「もし言っていたら，どうなったでしょう。」と補助発問をしてもよい。

・授業中に受け止めた，子どもの思いや願いに寄り添った話をしたい。子どもの授業中の発言に対する教師の考えを伝えることも，子どもの安心を導く。

	クリエイティブな授業をするために
・「友達がいなくてはならない」と一人になることをおそれ，ビクビクしている子どもがいたら，「心配しなくてもいいよ」と励まし，先生が友達になり，そこから仲間の輪をつくっていくようにする。安易な同調行動からの脱皮が，信頼・友情の質を高めていくことに気づかせる。


	主題名
	みんなが違うことから生まれる楽しさ
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	2月

	資料名
	30　しっている？
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　一人ひとりの言葉や住むところ，考え方や個性が違うことに気づき，その違いを認めつつ，みんなで誠実におおらかに過ごすことのできる意欲を育てる。

	主題設定の理由
	　旅に出ると，町の光やにおい，言葉などの違いに改めて気づき，「違う」人たちの集まりの中で生きていることを実感する。ときには，「違い」に傷つき，みんなが「同じ」だったらどんなに楽に生きられるのだろうと考えたり……。だが，視点を変えれば，「違う」から進歩や発展があり，互いをいたわる心が生まれてくることに気づく。違いのある人々の中で，いかに自分を大切に，そして他者をも大切にするかが誠実な生き方であろう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①インターネットで遠隔地（外国も含めて）の1年生の様子を調べて発表し合う。

②資料「しって　いる？」を聞いて話し合う。

○ほかの土地の言葉や服装，食べ物などは，わたしたちとどのように違うでしょうか。

◎さまざまに違っていても，人間として生きる姿に違いはあるのでしょうか。

③「ちがうから　やさしくなれることを。」の次に続く二行のリフレインを自由に考える。
④違いの楽しさをみんなで確認し，今までと違う姿の自分を想像させる。
	・太陽の色ひとつとっても，国によって違うことなどから，みんな違うなかで生活していることに気づかせる。

・その土地特有の文化があり，それによって，そこに住む人の価値観が形成されていることなどを，一つ一つの事例をもとに話し合わせる。

・違っていても，人間として生きる姿に変わりがないから楽しく生活できることに気づかせる。食べ物を例にすると，料理をする人の「おいしいものを食べさせたい，みんなの喜ぶ顔が見たい」という願いは共通。違うのは食べ物の種類・食材や料理の仕方などである。

・自由に考えさせる。

・違うから病気に対しても全滅しないし，違うからわたしたちの生命が受けつがれていることなどを考えられたらすばらしい。また，違うから戦争が起こるなど，世界的視野からの考えも大切に扱う。

・受け入れることにより，成長していく姿を想像させ，おおらかに誠実に過ごす意欲を高めさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・「しっている？」の題で一人ひとりに詩を作らせることにより，理解を深めさせることができる。


	主題名
	お母さん，ありがとう  
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)　　　　　　　
	2月

	資料名
	31　たんぽぽ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　行為を支える動機に目をやり，他者を温かくつつみ込む広い心を育てる。

	主題設定の理由

	　思いやりとは，「思い」を「遣る」のとおり他者のおかれている状況や立場を推察し，判断する知的領域が核となった情意である。

　思いやりが，単なる“おせっかい”や“弱者に対する強者の差別意識の裏返し”にならないためには，「相手のために」だけでなく，「相手の立場に立つ」努力が必要である。

　よちよち歩きの幼児が古井戸に近づいていく，思わず抱きかかえる行為，これこそが思いやりの原点である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①失敗をしたとき，どんな気持ちになるか，どのような言葉がほしいか考える。

○失敗をしたとき，どのような言葉をかけてもらうと，ほっとしますか。
②資料「たんぽぽ」の範読を聞いて話し合う。

○よう子さんは，どのような気持ちでたんぽぽをつんだのでしょう。

○家に着くまでの，よう子さんの様子を想像しましょう。

○花びんを割ってしまったときの，よう子さんの気持ちを考えましょう。

◎お母さんの言葉を聞いたとき，よう子さんはどのような気持ちになったでしょう。

　　（「お母さんは，どうして，このように言ったのでしょう」の発問でもよい。）

○たんぽぽさんは，この様子をどう見ていたでしょう。ワークシートに書いてみましょう。
③三人は，この先，どのような会話を交わしたか推察する。
	・暗い気持ちにならないように，こういう言葉をかけてもらってうれしかったなどの発言を大切に扱う。
・妹のことを思い，たんぽぽで春を届けようとした，よう子さんの気持ちを推察させる。

・大切にたんぽぽを家に持って帰った，妹の喜ぶ顔やお母さんの言葉を思い描いて，心をふくらませて帰ったことを想像させる。

・妹への思いが，花びんの破壊とともに壊れてしまったと思ったよう子さんの寂しさ，悔しさ，悲しさなどを考えさせる。

・動機を認めてくれた母に対するうれしさや，結果だけを追えばすべて“無”になってしまうことに気づかせる。

・視点の変換による話作りをさせて，思いやりのとらえ方を評価する。
・授業のまとめを，子ども自身の思いで行う。

・温かな三人の会話の推察を期待したい。

	クリエイティブな授業をするために
・動機に目を向ければ，憤りがおさまることもあり，憤りがわき出すこともある。行為を支える動機に目を向け，人間をとらえる視点に気づかせたい。


	主題名
	美しいと感じる心
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　　　　　
	2月

	資料名
	32　七つの　ほし
	出　　典
	文部省資料　　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　人間の世界を超えた美しいもの，気高いものに接して，あこがれの気持ち，清らかな心をもとうとする心情を育てる。

	主題設定の理由

	　山も森も，太陽も風も，月も星も，みんな生きている。そして，わたしたちを守り，願いをかなえてくれる。こうした自然に対する畏敬の念を，子どもたちはもっている。

　ところが，毎日の生活の中で，ときに人間中心主義や効率主義に陥り，自然へ心を向けるゆとりをなくしてしまう子どももいる。

　子どもたちが本来もっているみずみずしい感性と，神秘的な世界へあこがれる心の扉を開かせることが，今，必要である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①美しいと感じるものを思い出す。

○「きれいだなあ」「わああ」と思わず言葉をもらしたり，見続けてしまうようなものやできごとに出会ったことがありますか。
②資料「七つの　ほし」の範読を聞いて考える。

○ふと目を覚ましたとき，ひしゃくいっぱいの水を見て，女の子はどう思いましたか。

○（いけない。お母さんの　水……。）の「……」の部分には，女の子のどのような言葉が入るでしょう。

○女の子は，どうして「お母さんの水」を犬に飲ませたのでしょう。

○お母さんは，水をじっと見つめながら，どのようなことを思ったでしょう。（水の中に，女の子のどのような姿を見たのでしょう。）

○扉のところに立つ老人を見たとき，女の子は，何を考えたでしょう。

　そして，どのように接したでしょう。

③次々と起こる不思議なこと（ひしゃくの材質が変わる，星になる，水があふれ出るなど）について考える。

◎どうして，このような不思議なことが起きたと思いますか。

④ＢＧＭの中で，「七つの　ほし」の話をふりかえり，思いをめぐらす。
	・一人ひとりが感じた“美しさ”を大切に扱う。

・子どもたちの発言を受け，「今日は，そのきれいな星や空などを心の中にもっている子の話です。」と言って，資料を導入することも考えられる。
・どうして水があるのかという戸惑いの気持ちと，母の顔を思いうかべてうれしくなった女の子の気持ちを推察させる。

・資料に書かれていない部分を考えることは，他者の心を思いやるうえで大切なことなので，ていねいに扱う。

・苦しむ様子を見すごせない女の子の優しさにふれさせる。犬でなくても，飲ませたであろうことまで考えさせたい。

・水の向こうに，わが子の美しさを見た母親の心を想像させる。

・教師が老人役，子どもが女の子役で役割演技を行う。

・困ったときは，思わず何者かに祈るなどの日常経験をもとに，不思議な世界や，人の力を超えた世界を，子どものしなやかな感性でとらえさせる。
・静思の時間をとる。

・一人ひとりの思いを大切にして，授業を終わらせる。

	クリエイティブな授業をするために
・自然の姿だけではなく，人間の行為のなかや，動物の姿にも心をうつものはたくさん存在することに気づかせ，人間の力を超えたものに対するあこがれの気持ちをもたせる。


	主題名
	生命の不思議な世界
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　　
	3月

	資料名
	33　ハムスターの 赤ちゃん 　　　
	出　　典
	文部省資料　　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　いろいろな可能性を秘めている生命の不思議さを感じ，明日へ向かい，大きくのびていこうとする気持ちを育てる。

	主題設定の理由

	　どんな小さな生命にも，生きようとする営みがあることを感じ取り，そこに自分の“いのち”を重ねていくことのできるこの期の子どもが，“いのち”の重みを知る窓口の一つに身近な動植物の生命がある。

　ここでは，ハムスターの誕生・成長を見守る子どもの目を通し，心臓が動いているという生物学的生命から，主体的に生きる人格的生命にまで生命観を広げ，希望をもって生きる喜びに気づかせることをねらっている。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①さし絵を見て，お話作りをする。

　○絵を見て，お話をしましょう。
②資料「ハムスターの　赤ちゃん」を　読んで話し合う。

○ハムスターの赤ちゃんの誕生を，　どんな気持ちで待っていたのでしょう。

○ハムスターのお母さんと赤ちゃん　のかかわりを見ながら，どんなこ　とを考えましたか。

　◎ハムスターの赤ちゃんの小さな体　には，どんな力がつまっているで　しょうか。
③教師の話を聞く。

○事前に，ワークシートに家の人の言　
葉を記入してもらっていたのをも　とに話をする。
	・90～93ページのさし絵をＢ4の大きさに拡大し，紙芝居のように1枚ずつ提示し，話作りをさせる。

・自分自身が，この話の語り手であるような，重ねがきの世　界を推察させる。
・新しい命の誕生を待つ気持ちを，体験から推察させる。（弟や妹，ペット，植物の発芽などをもとに，待つときの心の高まりを推察。）

・類似例や比喩，あるいは気持ちを色で表現する子どもがい　たら大切に扱い，広めていく。

・与えられた命，支えられている命に気づく。

・お母さんにとっては，赤ちゃんは自分の支えとなるという気づきも期待したい。そこから主体性と関係性の中で生きる命をとらえさせることができる。

・わたしの命を輝かせるのは，わたし自身であることに目を向けさせ，もうすぐ2年生になる子どもたちの気持ちに，希望の灯をともす。
・子どもたち一人ひとりの命もみんなの祝福の中で誕生し，慈しまれて今日まできたこと，人生という長いスパンでとらえると，未来が輝いていることなどを話す。

	クリエイティブな授業をするために
・外的な規則と内的な規則があり，両者のバランスの中で生活しているわたしたちではあるが，内的な規則を一つでも多くもつことが，自分の生活を自分で導くもとになることを理解させる。


	主題名
	きまりを守る
	内容項目
	規則の尊重　4－(1)　　　　　　　　　
	3月

	資料名
	34　ゆめの　学校 
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　1年
	

	ねらい
	　規則のもつ束縛感から離れ，内的な規則の中で自由にのびのびと，人間らしく生きていこうとする心情を育てる。

	主題設定の理由

	　子どもたちの中には，規則さえなかったら，どんなに気楽だろうと考えるものもいよう。が，よく考えると，個人で生きられない人間にとって，ほかの人とかかわり，集団や社会を形成・維持していくためには，どうしても，きまりや規則を守ることが大切になってくる。
　一人ひとりがきまりや規則を守ることによって集団の秩序が保たれ，自己及び他者の安寧や幸福が保証され，集団の正義が実現されることを理解させたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学校生活で不満に思うことを発表する。

○学校や学級の生活の中で，「いやだなあ！」と感じていることがありますか。それは，どのようなことですか。
②資料「ゆめの　学校」を読んで話し合う。

○りょう君の不満は，どのようなことですか。

○転校した学校で「じぶんできめてね」と言われて，りょう君は，どう思ったでしょう。

○りょう君の困ったことは，どんなことですか。

◎どうして「もう　すこし　おとなになったら……」と言ったのでしょう。「だって，……。」の「……」には，どのようなりょう君の言葉が入るでしょう。
③りょう君のその後の学校生活を想像する。

○りょう君は，学校生活に対する不満に対して，どのように接していったでしょう。
	・「○○君が，意地悪する」などの個人攻撃にならないようにする。「学校のきまりの中で」と限定してもよい。

・自由に発言させ，子どもの不満をリサーチする。
・具体的場面をあげて発表させる。どうして「早くしましょう」がいやなのか。理由も語らせる。もし，教師に「なぜ，そう言うの」と問いをなげかける子どもがいたら，大事に扱い，みんなで考えていく。

・「じぶんできめてね」の「じぶん」を，子ども一人ひとりにおきかえて，考えさせる。自分だったらどうするか。自分の日課表を作らせるのも，楽しい“考える”時間を提供することになる。

・個人と個人，個人と集団のかかわりで考えさせ，規則のもつ意義に目を向けさせる。

・「大人」の意味を考えさせる。単に年を重ねることではなく，規範意識の形成であることにふれる。

・自分で考えることの難しさに注目した発言や，規則に込められた願いを見つけ出す目の不確かさなどの子どもらしさを大切に扱う。
・不満ばかりでなく，自分でとりあえず何とかしていこうとする，規則への前向きなかまえを期待したい。


	クリエイティブな授業をするために
・外的な規則と内的な規則があり，両者のバランスの中で生活しているわたしたちではあるが，内的な規則を一つでも多く持つことが，自分の生活を自分で導くもとになることを理解させる。


